
 

 

 

 

 

 

 

 1学期末にある調査に協力する関係で、市内の小・中学校へアンケートをお願いしました。1学

期末のあわただしい中でしたが、小学校 5年生 924人、小学校 6年生 823人、中学校 1年生 1488

人、中学校 2年生 1505人、中学校 3年生 1348人から回答をいただきました。ご協力ありがとう

ございました。全体の結果は各校へ送付していますが、その結果を 6年生と中学 3年生のデータ

を比較しながら、少しご紹介させていただきます。 

コミュニティ・スクールアンケート 
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 「ホッとする場所、居心地のいい場所」についての問いに対して、家庭については小中

ともよく似た傾向です。それが学校・地域では、消極的肯定の割が中学校になると増えて

きます。そして正直なところこんなにインターネット空間が子どもたちの居場所になって

いるのには驚きましたが、今後この傾向が増していくんだろうなと思います。 

明石のコミュニティ・スクール 

未来にむけて 学びをかえる  
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 「相談できる人がいるか」という問いでは、家庭・学校・地域で否定的回答した割合よ

りも、「インターネット空間には、何でも相談できる人がいる」かの問いで、肯定的回答

した割合の方が小中とも倍以上になっているのには正直おどろきました。リアルな場で否

定的回答した子が、インターネット空間ではどうなのかが気になりますが、インターネッ

ト空間を否定的にとらえるのではなく、つながっていく場として活用していく時代なんだ

ろうなと感じました。 

 全部で 30項目についてたずねており、その一部しかご紹介できていませんが、子ども

たちのこうした、居場所や非認知面を年ごとに追いかけていくと、子どもたちの成長や変

化を見ていけるのではと思います。中学校区でこうしたアンケートを共通した取組として

12年間追いかけていくと、小学校と中学校の取組をつないでいくヒントや地域とのつな

がりをつないでいくことができるのではと思います。このアンケートを継続した取組とし

ていけるよう、ロイロノートでアンケートを実施できるよう作業中です。取組を各校で検

討していただけたらと思います。なにより、こうしたデータをもとに、学校運営協議会等

で対話していくことが、地域全体で子どもを育てることにつながると考えます。 

林小学校での「林音頭」の取組の様子を覗いてきまし

た。「学校から声をかけてもらった時、うれしかった」

と地域の方は話しておられました。こうした場が地域の

文化を伝承するきっかけになるんだなと考えていると、

踊りだけでなく音頭そのものを口伝えで伝承していく場

を、クラブ活動として立ち上げたり、「林音頭」を掘り

起こしていくプロジェクトなども面白いなとまた妄想し

てしまいました。        （文責：北本） 

地域とつながり、文化を継承 


